
月日種目

今
回
目

月
四
日
は、

辛
亥
革
命
の
発

端
と
な
っ

た
武
昌
（
現
在
は
武
漢
市
に

統
合）

で
の
蜂
起
（
1
9
1
1
年）

か

ら
百
周
年
の

記念
日
で
あ
る。

中
華
民

国
の
建
国
に
扉
を
開
い
た
辛
亥
革
命
は

ま
さ
に、

中
国
近
代
史
の
大
き
な
分
水

嶺
と
な
っ

た

出丞事
で
あ
っ

た。

辛

亥革命
の
結
果、

翌
ロ
年
の
元
日

に
は、

米
国
か
ら
帰
国
し
た
孫
文
が
中

華
民
国
臨
時

大総務就
任
を
南
京
で
宣

言
し、

2
7
0
年
余
の
歴
史
を
誇
っ

た

清
朝
は
翌
2
月
に
崩
壊
し
た。

だ
が、

孫
文
は
北
洋
軍
閥
を
率
い
て
き
た
清
朝

の

軍事指導者、

嚢
世
凱
に
そ
の
地
位

を
等
わ
れ、

以
後、

中
国
は
軍
閥

割拠

の
混
乱
を
余
儀
な
く
さ
れ
る。

孫
文
は、

「
革
命
未
だ
成
ら
ず
」

と

の
有
名
な
遺
嘱
を
残
し
て
、

お
年
3
月

に
没
す
る
の
だ
が、

結
局
は
当
時
の
ソ

連
と
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
に
頼
る
と
い
う、

「
連
ソ
容
共
」

政
策
に
向
か
い
、

中
国

を
革
命
と
内
戦
の
時
代
に
招
じ
入
れ
て

し
ま
っ

た
。

そ
の
聞
に
は、

日
年
の
日

本
の
幻
カ
条
要
求
に
抵
抗
す
る
五
四
運

動
や
2

度
に
わ
た
る
国
共
合
作
と
そ
の

破
綻
に
よ
っ

て
、

中
国
共
産
党
の
毛
沢

東
と
中
国
国
民
党
の
蒋
介
石
と
い
う
2

人
の
リ
ー
ダ
ー
が
歴
史
の
前
面
に
登
場

す
る
こ
と
に
な
り、

幼
年
の
中
華
人
民
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辛
亥
革
命
の
今
目
的
な
意
味
は
何
か

共
和
国
成
立
以
後
も、

中
国
国
民
党
と

中
国
共
産
党
と
の
対
立
と
違
和
は
存
在

し
続
け
て
、

今
日
に
至
っ

て
い
る。

号「中山」は日本の表札から

孫
文
に
つ
い
て
は
多
く
の
こ
と
が
語

り
尽
く
さ
れ
な
が
ら、

そ
の
実
像
に
つ

い
て
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

例
え
ば、

孫
文
の
号
は
孫
中
山
で、

中
国
に
も
台
湾
に
も
「
中
山
公
園
」

や

「
中
山
路」

な
ど
「

中
山
」

を
冠
し
た

場
所
や
建
物
は
数
多
く
あ
る
が、

孫
文

が

東京
・

日
比
谷
の
宿
屋
に
名
を
秘
し

て
泊
ま
っ

た
際、

通
り
が
か
り
に
見
た

表
札
の
「
中
山
」

を
使
っ

た
の
が
そ
の

いゆれ
で
あ
る
こ
と
や、

広
東
省
香
山

の
客
家
（
中
華
文
他
発
祥
の
地、

古
代

の
中
原
な
ど
を
ル
！
ツ
と
し、

後
に
戦

乱
を
逃
れ
て
南
に
下
っ

た
正
統
な
漢
民

族）

の
出
身
で
あ
っ

た
孫
文
が
客
家
語

と
広
東
語
の
ど
ち
ら
が
得
意
で
あ
っ

た

か
も
一

般
に
は
分
か
っ

て
い
な
い
。

晩
年
は
著
名
な
宋
家
の
慶
齢
を
夫
人

と
し
た
の
だ
が、

数
多
く
の
女
性
と
関

主�
亘岡iE 

係
が
あ
り、

横
浜
に
は
2
人
の
日
本
人

女
性
が
い
て
子
供
も
あ
っ

た
こ
と
な
ど

も、

直
木
賞
作
家
の
西
木
正
朗
氏
が
実

に
丹
念
に
調
べ

上
げ
た
本、

『
孫
文
の

女
』

（
文
塾
春
秋）

を
出
す
ま
で
、

全

く
朗
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ

た。

孫
文
の
位
置、

中
台
社
会
と
一帯
離

孫
文
は
中
国
で
も
台
湾
で
も、

「
中

国革命
の
父
」

と
し
て
、

ま
た
は
「
国

父
」

と
し
て
の
尊
称
を
得
て
、

い
ず
れ

に
も
巨
大
な
像
が
建
て
ら
れ
て
い
る。

だ
が、

そ
の
孫
文
の
言
説
と
現
実
社
会

の
間
に
は、

中
国
に
お
い
て
も
台
湾
に

長学長事理学大養教際国

お
い
て
も、

大
き
な
背
理
が
あ
る。

孫
文
が
唱
え
た
三

民
主
義
は、

民
族

（

漢族
独
立）

・

民
権
（
民
国
創
立）

・

民
生
（
地
権
平
均）

の
実
現
を
構
想

し
た
も
の
で
あ
る。

ま
た、

「
五

族
共

和
」

は
漢
（
漢
族）

・

満
（
満
州
族）

・

蒙
（
モ
ン
ゴ
ル
族）

・

回
（
イ
ス
ラ

ム

教
徒）

・

蔵
（
チ
ベ
ッ

ト
族）

の
平

等
な
共
存
を
理
想
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。

い
ず
れ
も
し
か
し、

共
産
党
の
一

党
独
裁
と
漢
民
族
の
優
位
を
実
行
し
て

い
る
今
日
の
中
国
に
は
全
く
馴
染
ま
な

い
。

最
近
の
ウ
イ
グ
ル
族
（
イ
ス
ラ
ム

教
徒）

や
チ
ベ
ッ

ト
族、

内
蒙
古
自
治 嶺雄中嶋

区
の
モ
ン
ゴ
ル
族
に
対
す
る
弾
圧
や、

漢
族
に
よ
る
満
州
族
同
化
政
策
が、

そ

の
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ

て
い
る。

孫
文
の
「
三

民
主
義
E

は、

一

方、

蒋
介
石
統
治
下
で
独
裁
体
制
を
強
い
ら

れ
て
き
た
台
湾
の
多
く
W
民
衆
に
と
っ

て
も、

初
年
代
末
の
李
登
輝
総
統
の
出

現
に
よ
っ

て
、

自
由
・

民
主
・

均
富
と

い
う
「
現
代
の
三

民
主
義」

が
実
現
す

る
ま
で
は、

無
関
係
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

あ
っ

た。

実
際、

李
登
輝
氏
自
身、

辛

亥
革
命
や
孫
文
に
つ
い
て
は、

全
く
と

い
っ

て
い
い
ほ
ど
語
っ

て
い
な
い
。

中
国
と
台
湾
の
社桧欄
現
実
と
孫
文

の
位
置
と
の
大
き
な
軍
離
に
も
か
か
わ

ら
ず、

孫
文
が
な
お
絶
対
的
な
存
在
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
は、

政
治
的
に

利
用
す
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い。

私
自
身、

こ
の
こ
と
に
関
し
て
貴
重

な
経
験
を
し
て
い
る0
・
あ
れ
は、

関
年

日

月
ロ
日
に、

北
京
の
人
民
大
会
堂
で

「
孫
文
生
誕
百
周
年
記
念
大
会
」

が
聞

か
れ
た
と
き
の
こ
と
だ
っ

た
。

生
誕
百
年
記
念
に
見
た
政
治
利
用

最
近
も、

東
京
と
長
崎
で、

「
孫
文

と
梅
屋
庄
±
E

に
関
す
る
展
覧
会
が
聞

か
れ
て
い
た
が、

孫
文
カ
革
命
に
は、

日
比
谷
松
本
楼
の
梅
屋
や
九
州
の
宮
崎

治
天
ら
日
本
人
が
支
援
を
し
た
と
い
う

の
で、

私
た
ち
日
本
代
表
団
は
最
前
列

に
席
を
与
え
ら
れ
て
い
た。

ヒ
ナ
壇
に

は
周
思
来
首
相
や
孫
文
夫
人
の

宋慶
齢

国
家
副
主
席
ら

銑尉
た
る
要
人
が
並
ん

で
い
る
の
に、

肝
心
の
劉
少
奇
国
家
主

席
と
郵
小
平
総
書
記
の
姿
が
な
い
。

説
ヴ

て
い
る
と、

劉、

郵
の
2
人
が

舞
台
の
右
手
か
ら
遅
れ
て
登
壇
し
た。

し
か
し、

全
く
拍
手
が
沸
き
起
こ
ら
な

い
。

私
は
そ
の
瞬
間
に、

こ
れ
が
実
権

派
打
倒
を
掲
げ
た
文
化
大

革命
の
現
実

な
の
だ
と
悟
っ

た
の
だ
が、

大
会
が
始

ま
る
と、

孫
文
生
誕
百
周
年
記
念
と
い

う
本
旨
は
そ
っ

ち
の
け
で、

周
恩
来
ま

で
「
毛
主
席
万
歳
！

万
々
歳
！
」

を

絶
叫
し
て
い
た。

そ
れ
は
孫
文
の
政
治

利
用
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ

た。

台
湾
の
総
統
選
挙
が
来
年
1
月
に
迫

っ

て
き
た
だ
け
に、

中
国
と
の
関
係
の

密接化を
求
め
る
国
民
党
の
馬
英
九
総

統
は、

再
選
を
目
指
し
て
、

「
国
父
」

孫
文
の
功
績
を
大
い
に
活
用
す
る
で
あ

ろ
う
し、

民
進
党
主
席
の
察
英
文
女
史

0

は
「
園
ハ
λ」

と
の
距
離
を
あ
え
て
目
立

川

た
せ
る
で
あ
ろ
う。

こ
の
点
に
こ
そ、

日

「
中
華
民
国
百
年」

の
今
目
的
意
味
が

加

あ
る
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
な
か
じ
ま

み
ね
お）
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